
 
 
 
 
 

            

 
 
 
 
 
 

 
                       平成 22年 10月完成消防本部庁舎  



昭和４７年 ７月

昭和４８年 ２月

４月

６月

８月

10月

昭和４９年 １月

２月

３月

４月

５月

６月

７月

10月

11月

12月

昭和５０年 １月

４月

消防士　２名採用

峡西消防本部１周年記念式典

２代消防長　七沢　保氏就任

南アルプス市消防本部のあゆみ

峡西消防組合設立（知事許可）

消防士　４名採用

２代議長　上田虎夫氏就任

救急車  （R H 18 V 改）　配置（寄贈）

八田分署落成式及び開所式　八田分署無線整備

指令連絡車  （J 22 改）　配置

指向性アンテナ５素子整備

救助器具一式整備

救急車  （ R H 18 V 改）　配置

消防士　１名採用

八田分署庁舎敷地決定  （八田村六科）

山林火災用背負式消火器３型配備

小型軽量ポンプ５台配置

指令連絡車  （J 22 改）　配置

消防無線１ W 27台整備

組織町村消防団長等へ１w無線配備  （１２台）

組織町村消防団へ受令機配備  （３４台）

消防無線基地局等設置

消防士　８名採用

峡西消防本部庁舎落成式及び開所式

組織町村長及び消防団長等において火災出場協定調印

消防士　８名採用

消防ポンプ自動車  （ニッサンF H 60) 　配置

消防ポンプ自動車  （ニッサンF H 60)　配置

気象観測装置  （A 1200)　設置

峡西消防本部庁舎起工式

峡西消防本部設置条例制定

初代消防長　金丸英男氏就任

消防士　７名採用

峡西広域市町村圏協議会として知事設定を受け、協議会に於いて常備

消防計画策定

峡西消防本部庁舎敷地決定 （若草町十日市場８９７－１）

救急車（トヨタ R H 11 V)  配置 （寄贈）

組織町村長会議において初代組合管理者に金丸英男氏就任

第１回消防組合設立議会開催

初代組合議長　戸栗助次郎氏就任

広報車（ミツビシ A 53 V)  配置
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４月

９月

昭和５１年 ４月

９月

10月

昭和５２年 ３月

　

４月

５月

７月

10月

昭和５３年 ４月

５月

昭和５４年 ３月

４月

６月

昭和５５年 １月

４月

　

５月

６月

７月

８月

10月

11月

昭和５６年 １月

４月

８月

11月

12月

昭和５７年 １月

３月

 

救急車　（トヨタハイエース R H ４５ V B,　２ B 型日本損害保険協会寄贈）

配置

八田分署訓練場、救助訓練塔ほか訓練施設整備

携帯用無線機　（５ W）　１台配備

消防士　２名採用

八田分署訓練場用地取得

八田分署訓練場造成工事完成

小型動力ポンプ　（トーハツ B 3 級）　１台配置

職員用車載受令機配備　（４５台）

消防ポンプ自動車　（イスズ T L D － ４４改）　配置

消防無線県波基地局整備・消防本部峡西消防署車庫増築

小型ポンプ用積載車　（トヨタハイエースJ ー R H ２４ 改）　配置

５代議長　飯島功平氏就任

前庭及び耐震用防火水槽建設工事完成

レサシアン配置　（峡西ライオンズクラブ寄贈）

指揮車　（ニッサンセドリック）　更新

４代議長　河西守一氏就任　ふそう中型バス　（２９人乗り）　配置

連絡車　（トヨタマークⅡ）　購入

２代管理者　依田敏行氏就任　　　　４代消防長　小野博男氏就任

消防士　４名採用

３代議長　有泉博衛氏就任

救急車　（P E 20)　配置　山之内製薬株式会社　（寄贈）

消防士　２名採用

組織町村消防団へ受令機配備　（７５台）

消防本部増築工事落成

３代消防長　長田冨夫氏就任

消防士　２名採用

峡西消防組合設立５周年記念式典

八田分署６名常勤となる

消防士　１名採用

峡西消防本部増築工事起工式

峡西消防本部訓練場にて山梨県消防職員救助技術訓練大会開催

訓練塔夜間照明整備

組織町村役場に個別呼び出し　（無線配備）

消防無線５ W 配備

消防本部待機宿舎新築

峡西消防本部音楽隊発足

消防士　４名採用

第１３回山梨県総合防災訓練実施

指揮者　（ニッサンセドリック）　配置

本部旗及び支部旗樹立式

化学車日野ジーゼル　（K  521 D 改）　配置
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 ４月

６月

９月

 

12月

昭和５８年 ３月

10月

昭和５９年 ３月

 

 

４月

 ８月

９月 車庫及び柔剣道場竣工

12月

昭和６０年 ２月

 ４月

６月

 

７月

12月

昭和６１年 １月

３月

４月

７月

10月

11月

12月

 

昭和６２年 ３月

６月

 ７月

８月

11月

12月

昭和６３年 ２月

 ３月

４月

６月

８月

 11月 職員用携帯受令機１６台配備

分署無線用アンテナ建柱

消防士　４名採用

職員勤続１０年表彰３６名

八田分署屋外照明施設整備

分署訓練場拡張工事完成、非常用自家発電装置設置

移動用無線機　（県波用１０ W）　指令連絡車へ配備

７代議長　塚原　保氏就任

本部北側駐車場用地取得　（２,１５１㎡）

移動用無線機10W購入　（水槽車用）

３代管理者　保坂飛光氏就任、救急波無線整備　（指令連絡車へ配備）

分署訓練場拡張用地取得　（２,３３３ ㎡）、陽圧呼吸器３式整備

ウォータールート一式　（３５０ N S）分署へ整備

救急車（ニッサンキャラバン H-FPE２０　（財）日本消防協会寄贈）配置

携帯用無線機５ W ４台　１ W３台配備

指令連絡車　（ミツビシデリカ４ W D L ー P ２３ V L N T 購入）　（更新）

小型動力ポンプ付水槽車（イスズP-NPR５９GDR改 水量２,７００ℓ ）配置

資機材運搬車　（ニッサン N - M H 40）　配置

連絡車　（トヨタ E - G X 70 G　購入）　（更新）

指令連絡車　（トヨタ M - F J 62 V 改）　更新

消防士　３名採用

中型バスミツビシ P － M K 516 F　（２９人乗り）　購入　（更新）

６代議長　手塚春義氏就任

特殊災害用　（山林対策）　受令機１００台配備

携帯用無線機　（５W）　１台分署救急車へ配備

消防士　２名採用

電源車（ニッサンキャブスター M－PGF改 日本消防協会寄贈）配置

救助訓練塔改築工事落成

５代消防長　野中道彦氏就任

消防無線１０W基地局及び移動局３台購入　（内２台更新）

通信指令室及び救急指令装置設置　（更新）

資機材収納倉庫新築工事完成　（７７．７６ ㎡）

広報車　（ニッサンセドリックバン）　購入　（更新）

緊急時用浄水機整備　（栗田 D K F － ３型）

救急車　（ニッサンキャラバン L － F H G ２３　山梨県寄贈）　配置

本署訓練場拡張工事完成、　訓練場夜間照明施設整備

組合設立１０周年記念式典挙行

消防士　１名採用

空気充填所設置工事完成　（八田分署）

本署訓練場拡張用地取得　（１,２４２ ㎡）

消防ポンプ自動車　（イスズエルフ K － T L D ４６改）　配置
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平成元年 ２月

 

４月

 

 ９月

11月

 

 12月

平成２年 ４月

 

６月

９月

  

 

 12月

平成３年 ２月

 

４月

５月

７月

 ９月

10月

 

 

 

12月

平成４年 ３月

 

  

 

  

４月

 

６月

 ７月

平成５年 １月

　

　

　

 ４月

　 ６月

10月

消防士　４名採用

携帯用無線機　（１ W）　１台配備

組合設立２０周年記念式典挙行

はしご付消防ポンプ自動車　（三菱 U - F P 415 J 改）　配備

移動無線機　（１０ W）　はしご車へ積載

携帯用無線機　（５ W）　１台白根分遣所へ配備

携帯用無線機　（１ W）　２台配備

５代管理者　名取　強　氏就任

消防士　４名採用

職員勤続１０年表彰　１名

救急車　（ニッサン E - A E G F 24)　更新

移動用無線機　（１０ W)　小型動力ポンプ付水槽車へ配備

白根分遣所新築工事落成

移動用無線機　（１０ W）　白根分遣所へ配備

携帯用無線機　（１W）　１台配備

携帯用無線機　（５ W）　１台配備

携帯用無線機　（１ W）　２台配備

１０代議長　河西利雄氏就任

小型動力ポンプ付水槽車（日野レンジャー U-FC3WCAD 改）　配置

９代議長　名取直三郎氏就任

白根分遣所新築工事起工式

消防ポンプ自動車　（三菱キャンター U - F E ３３７ B 改）　配置

移動用無線機　（１０ W)　ポンプ車へ配備

緊急通信システム整備

職員用携帯受令機５台配備

消防士　３名採用

職員勤続１０年表彰　２名

デジタル気象観測装置一式更新

移動用無線機２台配備　（１ W）

救急車　（トヨタ T - R 2 H 132 S　（財）　日本消防協会寄贈）　配置

移動用無線機　（１０ W）　救急車へ配備

８代議長　小林九八氏就任

消防士　２名採用

ファックス１台配備

職員勤続１０年表彰２名

職員勤続１０年表彰２名

職員用携帯受令機５台配備

八田分署模様替え及び車庫増築工事落成

救急車配置　（ニッサン E - A E G F ２４）　更新

救助工作車　（日野 P - F D 172 B A )　配置　　

移動用無線機　（１０ W）　救助工作車へ配備

４代管理者　石川　豊　氏就任
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12月

平成６年 ２月

 　

　

４月

 　

　 ５月

６月

10月

　

 11月

平成７年 ４月

 　

　 　

５月

　

12月

平成８年 ３月

 　

４月

 

 

５月

９月

　 10月

11月

 12月

平成９年 ３月

  

　

４月

　

 　

 ５月

７月

　

12月

  

　  

平成１０年 ２月

３月

  災害対策車（三菱デリカKC-PD5V)更新及び災対用全国波（１０Ｗ）１台配備

携帯用無線機　（５Ｗ）　１台八田消防署へ配備

１５代議長　杉山恒弘氏就任

職員勤続２０年　１名表彰

８代管理者　石川　豊　氏就任

救急救命士　１名

小型動力ポンプ付水槽車配置（日野レンジャーＫＣ－ＦＣ２ＪＣＢＤ）　配置

車載無線機　（１０Ｗ）　２台　広報車及び化学車更新

全国波　（１０Ｗ）　１台八田消防署へ配備

携帯用無線機　（５ Ｗ）　２台甲西分遣所へ配備

連絡車　（トヨタエステマ Ｅ － Ｔ Ｃ Ｒ １０ Ｇ購入）　更新

八田分署が八田消防署に格上げ

消防士　３名採用

救急車（トヨタハイエース ＫＣ-KZH138 甲府商工信用金庫寄贈）　配置

１４代議長　山下梅雄氏就任

甲西分遣所新築工事落成式

移動用無線機　（１０ Ｗ）　１台甲西分遣所へ配備

救急救命士　１名

職員勤続２０年　４名表彰

甲西分遣所新築工事起工式

７代消防長　有泉公雄氏就任

災害対応特殊救急自動車　（トヨタ G B - U H Z 138 S）　配置

全救急車へ９項目処置用資機材積載

７代管理者　名取　強　氏就任

消防士　２名採用

消防士　３名採用

１２代議長　津久井和豊氏就任

職員勤続２０年　６名表彰

１３代議長　金子　勝　氏就任

化学消防ポンプ自動車　（三菱 U - F K ６１８ E W 改）　更新

本部庁舎及び訓練塔塗装工事

峡西広域行政事務組合発足

６代消防長　土屋誠吾氏就任

消防士　３名採用

職員勤続２０年２１名、１０年２名表彰

携帯用無線機　（１ W）　配備

本部北側駐車場よう壁工事

消防ポンプ自動車　（イスズ U - N K R ６６ E ２ N 改）　更新

救急車　（ニッサン E - F E G E - ２４）　更新

広報車　（トヨタ E - S T １９５ G 改）　更新

６代管理者　石川　豊　氏就任

１１代議長　稲山徳仁氏就任
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３月

４月

 　

　 ７月

10月

11月

　

  

 12月

平成１１年 １月

　 ２月

 

３月

４月

  

 ７月

８月

11月

平成１２年 １月

３月

　  

４月

  

  

 10月

11月

　

平成１３年 １月

 ４月

 

10月

11月

12月

平成１４年 １月

　  

 ３月

３月

 ４月

 　

　

４月

１０代管理者　齋藤公夫氏就任

９代消防長　金丸泰紀氏就任

救急救命士　１名

消防士　４名採用

八田消防署高規格救急車　（トヨタＧＥ－ＶＣＨ３８Ｓ）　配備

職員勤続２０年　２名表彰

八田消防署高度規格救急処置シュミレータ配備

本部変電設備改修工事

救急救命士　１名

本部　峡西　講堂自動火災報知設備改修工事

峡西消防署訓練場他舗装工事

１８代議長　小池正夫氏就任

小型動力ポンプ付水槽　（日野レンジャ―ＫＫ－ＦＣⅠＪＣＤＡ）更新

救急救命士　１名

職員勤続２０年　２名表彰

消防士　４名採用

消防士　２名採用

９代管理者　塩澤佳文氏就任

救急救命士　１名

八田消防署救急救命士　２名配置

救急救命士　１名

職員勤続２０年　２名表彰

八田消防署訓練塔新設工事

救急車　（日産ＧＥ－ＣＱＧＥ２４日本消防協会寄贈）　更新

救急救命士　１名

積載車更新　（トヨタダイナＫＧ－ＬＹ１６２山梨県遊技業協同組合寄贈）

１７代議長　森本今朝森氏就任

峡西消防署仮眠室冷暖房施設改修工事

消防緊急通信指令施設Ⅰ型更新

緊急通報システム更新、気象観測装置更新

介護保険認定審査事務室模様替工事

８代消防長　保坂清文氏就任

通信指令室模様替工事

救急救命士　１名

職員待機宿舎屋根防水工事

職員勤続２０年　２名表彰

消防士　３名採用

救急救命士　１名

１６代議長　中込正巳氏就任

携帯電話からの１１９番通報転送業務開始

八田消防署指令車　（三菱パジェロＫＤ－Ｖ４６ＷＧ）　更新

本部及び白根分遣所フェンス工事
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 7月

12月

平成１５年 １月

 ２月

 ３月

  

　  

 

４月

 

  

 10月

12月

平成１６年 ２月

 ４月

　  

６月

 ７月

 10月

平成１７年 ２月

４月

　

  

平成１８年 １月

３月

４月

平成１９年 ２月

３月 甲西分遣所高規格救急車（ニッサンTC-FPWGE50改 日本自動車工業会寄贈）更新

４月

10月 八田消防署車庫棟屋根塗装工事

平成２０年 ４月 第４代消防長　大友敏男氏就任

６月 救急資器材「半自動除細動器」八田署高規格救急車配備（更新）

10月 八田消防署庁舎内内装塗装工事

12月 （仮称）南アルプス市消防本部庁舎・防災センター建設起工式

平成２１年 ４月 第５代消防長　加藤東洋雄氏就任

消防士　３名採用

救急救命士１名(計１６名）

救急救命士１名(計１７名）

第３代消防長　浅原知義氏就任

救急救命士１名(計１５名）

白根分遣所小型動力ポンプ付水槽車（日野ﾚﾝｼﾞｬｰＡＤＧ－ＦＣ７ＪＣＷＡ）更新

防災広報車（スバルＣＢＡ－ＢＰ５　日本消防協会寄贈）配備

救急救命士　１名（計14名）　

南アルプス市消防本部庁舎及び防災センター建設検討会設置

消防資機材積載車（日野PB-XZU388M　４WD）配備

携帯１１９直接受信対応指令システム運用開始

救命士　１名（計13名）

南アルプス消防署ポンプ1号車（日野デュトロＰＤ－ＸＺＵ３７８Ｍ）更新

第2代消防長　野中國幹氏就任

消防士　２名採用

救急救命士　1名（計12名）

機構改革に伴い消防課消防団係を消防課地域消防係に名称変更

第31回山梨県消防職員救助技術訓練大会開催（本部訓練場）

第19回山梨県消防特別救助隊合同訓練開催（本部訓練場）

南アルプス消防署車庫内舗装改修工事

南アルプス消防署救助訓練塔改修工事

南アルプス消防署高規格救急車（トヨタハイメディックＴＣ－ＶＣＨ３８Ｓ）更新

消防士　２名採用

南アルプス市消防本部開所式

南アルプス市消防本部初代消防長　白倉靖夫氏就任

消防士　４名採用

はしご車分解整備特別点検委託

連絡車（トヨタハイエースKZH120G-HHDFT)更新

電源車（日野デュトリーKK-XZU372M)更新

峡西広域行政事務組合解散式

救急救命士　１名

多数傷病者対応用エアーテント配備

救助工作車（日野レンジャーKK-GX1JGDA）更新

職員勤続２０年　１名表彰

指令車（トヨタクラウンJZS173-AEPXF）更新
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５月 消防緊急通信指令施設改修工事完了（平成２０年、平成２１年継続事業）

平成２２年 ３月 八田消防署ポンプ車（日野BDG‐X2U378M)更新

４月 第６代消防長　河村逸人氏就任

10月 新消防本部庁舎完成、移転及び竣工式

庁舎移転による署所統廃合に伴い、白根分遣所廃止

平成２３年 ４月 第７代消防長　山本道雄氏就任

救急救命士１名(計１８名）

消防士　３名採用

救急救命士１名(計１９名）

消防士　１名採用

消防士　２名採用

救急救命士１名(計２０名）
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消防本部・消防署の事務分掌

２　消防団行事の予定及び企画に関すること。

４　消防団員の教養及び訓練計画に関すること。
３　消防団員の公務災害補償に関すること。

６　南アルプス市地域防災交流センターに関すること。

２　消防統計に関すること。

４　前３号に掲げるもののほか、警防及び救急に関すること。

５　危険物安全協会の指導育成に関すること。

５　建築同意事務に関すること。
６　違反処理に関すること。
７　防火管理者の育成指導に関すること。
８　消防広報に関すること。

２　液化石油ガスの保安に関する事務に関すること。
３　電気用品の保安に関する事務に関すること
４　火薬類の消費等の許可に関すること。

１　危険物規制事務に関すること。
９　前各号に掲げるもののほか、予防事務に関すること。

４　火災の原因及び損害の調査に関すること。
３　消防用設備等の指導及び検査に関すること。
２　防火対象物の査察計画に関すること。

１　消防団の組織機構に関すること。

１　火災予防の計画及び指導に関すること。

６　消防団の車輌機械器具に関すること。

５　消防職員の任免、分限、懲戒、服務、研修、福利厚生その他人事に関すること。

管
理
担
当

庶
務
担
当

１　消防防災対策の総合企画に関すること。

６　消防職員委員会に関すること。
７　会計及び経理に関すること。

２　庁舎の管理に関すること。

５　消防用施設の建設、装備の購入及び営繕に関すること。

１　消防関係のほう賞及び表彰に関すること。

警
防
救
急

担
当

３　地震対策に関すること。

４　給与品及び貸与品の支給に関すること。
３　物品の調整、管理及び処分に関すること。　

１　消防本部及び消防署の消防業務の調整、連絡及び企画に関すること。

１　消防職員の教養訓練及び研修に関すること。

２　文章の収受、発送及び保管に関すること。
３　公印の管理に関すること。
４　儀式及び渉外に関すること。

３　救急救命士及び救急隊員の教育及び研修に関すること。

防
災
指
導

担
当

５　消防協力会に関すること。

地
域
消
防
担
当

２　防災普及啓発に関すること。

４　外郭団体等の防災育成指導に関すること。

５　消防団施設の維持管理に関すること。

９　前各号に掲げるもののほか、消防団に関すること。

７　消防委員会に関すること。
８　消防協会等協力団体に関すること。

１　災害通信の受信及び出場指令に関すること。
２　気象及び各種災害情報の収集及び伝達に関すること。
３　火災警報及び消防信号に関すること。
４　山梨県防災航空隊の要請に関すること。

10 その他通信に関すること。
９　山梨県広域災害・救急医療情報システムの運用に関すること。

５　消防緊急通信指令施設の運用及び管理に関すること。
６　消防無線に関すること。
７　防災行政無線端末装置の運用に関すること。
８　緊急通報システムに関すること。

消
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
防
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
部

消
　
　
　
　
防
　
　
　
　
課

予
　
　
　
防
　
　
　
課

予
　
防
　
担
　
当

危
険
物
担
当

通
　
信
　
担
　
当

指
　
令
　
課

管
　
　
理
　
　
課
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１　消防署の運営に関すること。

２　消防の施設、装備及び車輌の整備保全に関すること。

救
急
担
当

予
防
担
当

庶
務
担
当

警
防
担
当

３　物品の請求及び保管並びに受払事務に関すること。

５　他の担当に属さない事項に関すること。

１　水、火災その他災害の警戒、防御及び現場活動に関すること。

２　地理水利調査に関すること。

３　消防訓練に関すること。

４　消防団員の教育訓練に関すること。

５　前各号に掲げるもののほか、警防に関すること。

１　救助業務に関すること。

２　救助技術の研究及び指導に関すること。

４　前３号に掲げるもののほか、救急に関すること。

１　予防査察に関すること。

３　救助安全管理に関すること。

４　救助訓練に関すること。

５　前各号に掲げるもののほか、救助に関すること。

１　救急業務に関すること。

救
助
担
当

消
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
防
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
署

６　前各号に掲げるもののほか、予防に関すること。

７　その他、予防に関すること。

２　火災予防に関すること。

３　火災原因及び損害調査に関すること。

４　建築同意事務に関すること。

５　防火対象物の処理に関すること。

２　救急統計に関すること。

３　応急手当の指導に関すること。
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予

防

担

当

警

防

担

当

甲

西

分

遣

所

地

域

消

防

担

当

救

急

担

当

庶

務

担

当

防

災

指

導

担

当

管

理

担

当

庶

務

担

当

南
ア
ル
プ
ス

予
　
防
　
課

警

防

担

当

救

助

担

当

危

険

物

担

当

救

急

担

当

予

防

担

当

消
　
防
　
署

予

防

担

当

指
　
令
　
課

通

信

担

当

消    防    本　　部　　の    組    織

庶

務

担

当

消
　
防
　
課

管
　
理
　
課

八
田
消
防
署

南 　ア　 ル　 プ　 ス　 市 

南アルプス市消防本部

警

防

救

急

担

当
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消　　防 消　　防 消　　防 消　　防 消　　防

司令長 司　　令 司令補 士　　長 副士長

消   防   長 1 1

管 理 課 長 1 1

管　 理   課 1 2 3

消防学校入校 2 2

消 防 課 長 1 1

消　 防 　課 1 1 2 4

予 防 課 長 1 1

予   防   課 1 1 1 3

指 令 課 長 1 1

指　令   課 1 1 3 1 6

 署        長 1 1

次        長 2 2

第   １   部  4 4 5 2 15

第   ２   部 3 5 5 2 15

所        長 1 1 2

第   １   部 2 1 3

第   ２   部 1 2 3

署       長 1 1

次       長 2 2

第   １   部 2 3 1 1 7

第   ２   部 1 3 3 1 8

1 15 13 25 18 8 2 82

消 防 職 員 配 置 状 況

階　級 

 区　分

平成２３年４月１日現在

事務職員消防士 計

計

南
ア
ル
プ
ス
消
防
署

甲
西
分
遣
所

八
田
消
防
署

消
　
　
防
　
　
本
　
　
部
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18
19
20
21
22 4 4
23 1 1
24 1 1
25 1 1 2
26 3 1 4
27
28 3 3
29 3 3
30 2 2
31 3 3
32 3 3
33 3 3
34
35 1 1
36 5 5
37 4 4
38 3 3
39 4 4
40 2 2
41 3 3
42
43 3 3
44 1 1
45 3 1 4
46
47 1 1
48 2 2
49 2 2
50 1 1 1 3
51 2 2
52 1 1
53 3 3
54 2 2
55 2 2
56
57 2 2
58 2 2
59 1 1
60

合計人員 1 15 13 25 18 8 2 82

合計年令 59 811 599 935 523 186 95 3,208

平均年令 59.0 54.1 46.1 37.4 29.1 23.3 47.5 39.1

消 防 職 員 階 級 別 年 齢 一 覧 表
平成２３年４月１日現在

階級

年令 司令長

消　防

司　令 司令補

消　防 消　防
消防士 計

消　防

副士長

消　防
事務職員

士　長

－１５－



（単位：千円）

金　　額 構成比

1 234,172 1.0%

2 2,733,931 11.1%

3 9,123,208 37.2%

4 2,326,360 9.5%

5 16,501 0.1%

6 442,333 1.8%

7 276,253 1.1%

8 1,706,097 7.0%

9 853,364 3.5%

10 2,576,531 10.5%

11 1 0.0%

12 4,206,875 17.1%

13 3,935 0.1%

14 30,000 0.1%

24,529,561 100.0%

（単位：千円）

議　　　　　会　　　　　費

衛　　　　　生　　　　　費

農　 林　 水　産　業　費

労　　　　　働　　　　　費

民　　　　　生　　　　　費

総　　　　　務　　　　　費

予　　　　　備　　　　　費

諸　　  支　　  出　　  金

公　　　　　債　　　　　費

災　  害　  復　  旧　 費

平成２３年度南アルプス市一般会計歳出予算

消  防  施  設  設  備  費

水           　防       　   　費

853,364

683,262

91,246

51,773

教　　　　　育　　　　　費

消　　　　　防　　　　　費

土　　　　　木　　　　　費

市民１人当りの消防費　（円）

１世帯当りの消防費　　 （円）

災    害    対    策    費

11,713

33,505

消
防
費
内
訳

非   常   備   消   防   費

合　　　　　計

款　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　区分

1,795

25,288

消　 防 　予 　算

　款

９　　　消　　　　　　防　　　　　　費

平成２３年度予算額

常　  備 　 消 　 防 　 費

商　　　　　工　　　　　費
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区         分 敷 地 面 積

・消防本部、南アルプス消防署、

　地域防災交流センター　　鉄骨造　２階建 延 ３,４１７．１３ ㎡

南アルプス市消防本部

１３,４９７．１３ ㎡ ・消防本部車庫、倉庫　 　　鉄骨造　１階建 延 ２２７．９４ ㎡

南 ア ル プ ス 消 防 署

・防災資機材備蓄倉庫　　　鉄骨造　１階建 延 １２４．２４ ㎡

・訓練塔　（A塔１７ｍ,　Ｂ塔７ｍ） 延 ４３３．７３ ㎡

・事務所　　　鉄筋コンクリート　平屋建 延 １８２．４ ㎡

・車　庫　　鉄骨造　平屋建 延 １６０．０ ㎡

八 　田 　消　 防 　署 ３，２６８．５７ ㎡

・倉庫（Ａ塔下　鉄骨平屋建） 延 ２５．０ ㎡

・訓練施設（Ａ・Ｂ塔各７ｍ）

甲 　西 　分 　遣　 所 ９７５．２０ ㎡ ・事務所、車庫　　鉄骨造平屋建 延 ２０４．７５ ㎡

消　防　庁　舎　の　状　況

庁                              舎
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区分 排気量

所属 ( ℓ ) メーカー 級別

　

　

積載水

( 2,800ℓ ）

積載水( 1,000 ℓ )

消火薬剤( 300 ℓ )

贈　山梨県遊

技業協同組合

積載水

( 3,000 ℓ ）

贈 日本自動車工業会

高規格

積載水

( 2,400 ℓ ）

トヨタ H１５

支援積載車

指    令    車

防災広報車 スバル H１９

トヨタ H１５

1.99

トヨタ

三菱

日野 H１８

H　６

H１０

1.99

2.47

日野

トヨタ

三菱

日本機械4.00

日野

H１７日野

H１２

H  ６

八
田
消
防
署

連    絡    車

水    槽    車

救    急    車

化　　学  　車

普通ポンプ車

は  し  ご  車

電    源    車

救助工作車

南
ア
ル
プ
ス
市
消
防
本
部

消 防 車 輌 等 性 能 一 覧 表

種　      　別 車 　体 登 録 番 号 備    考
ポ　　ン　　プ

平成２３年４月１日現在

登　 　録
年 月 日

年 式

山梨８８す９２４５H 6.10.31A-2

7.96 山梨830な１１９

8.20

H12.11. 6B-2

モリタ

トーハツ

H11. 6.10

山梨830む１１９H14.12. 2

山梨831ほ１１９H22. 3.17

H10. 3.18 山梨８８そ２７９４

H19. 3.13

A-2日本機械4.00

3.49

2.49

A-2

日産

H１０

日野

三菱 H  ５

トヨタ

H１９

三菱

日産 3.29

積    載    車

水    槽    車

救    急    車

指 令 連絡車

救    急    車

資機材運搬車

広    報    車

災害対策車

H17. 2.25

H19. 2.20

H18. 1.17

山梨300ち８５７３

　H15. 2.28 山梨300ち８９６４

H 6. 2.25

H10. 3.19 山梨８８そ２８００

山梨８８せ４８８６

山梨831つ１１９

3トン車

贈 日本消防協会

山梨800さ７０９９

山梨300ぬ４７５３

H１４

H１１

7.96

2.98 山梨800す１２０

3.37

H 8. 3.26

H  ９

4.61

トーハツ

A-2 H 5. 1.14

H15. 3.10

H 9. 5.20B-3日野 7.96

日産 H１２ 2.96

高規格山梨800さ５５６０

山梨８８そ１８５９

贈 日本消防協会

山梨８８そ６０３

3.37

6.40
富士
ロビン

2.83

高規格山梨800さ３５７７

B-2

H14. 1.16

山梨800さ７９２２H19. 2.19

救    急    車

水    槽    車

H１４トヨタ

日野 H１９

H15. 2.21

S60.12.11

2.98 　 　

普通ポンプ車 H２２

4.00

救    急    車 トヨタ

H１６

日野 H１５

山梨800さ１２７７
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区分 品　　　　名 区分 品　　　　名

小型動力ポンプＢ－3級 3 台 人工呼吸器 5 台

　　　　〃　　　　 Ｃ－1級 5 台 輸液ポンプ 4 台

消火ホース（５０mm) 379 本 Ａ　Ｅ　Ｄ 7 台

消火ホース（６５mm) 52 本 自動式心肺蘇生装置 4 台

管そう 31 本 ショックパンツ 5 式

高発泡ノズル・特殊ノズル 14 本 血中酸素飽和度測定器 6 台

ラインプロポーショナー 4 本 心　電　計 5 台

ウォータールートセット 2 式 ＥＯＧ方式滅菌器 2 台

背負式ポンプ（ジェットシューター） 54 式 酸素ボンベ（１．５㎥） 25 本

簡易水槽 6 個 　　　〃　　　（０．３㎥） 28 本

山林火災セット 46 式 マジックギブス一式 5 式

三連はしご 7 梯 高度シミュレーター 3 体

二連はしご 4 梯 蘇生訓練用人形　 （成人） 4 体

かぎ付はしご 5 梯 　　　　　〃　　　　　（小児用） 3 体

防火被服 65 着 　　　　　〃　　　　　（乳児用） 3 体

化学防護服 10 着 訓練用AED 10 台

耐熱防護服 2 着 蘇生訓練用人形（リトルアン成人AED訓練用含む） 7 体

防塵めがね 56 個 自動車電話等(衛星含む) 7 台

防毒マスク 12 個 電動式吸引器 7 台

防塵マスク 38 個 車内滅菌装置（殺菌灯） 4 台

安全帯 39 個 在宅医療処置セット 2 式

安全縛帯 4 個 リングカッター 3 個

発動発電機　　（３００ｗ～４００ｗ） 6 台 空気式止血帯 1 式

　　〃　　　　　　（４５０ｗ～６００ｗ） 5 台 電解水運用キット　（チオバスター） 1 式

　　〃　　　　　　（９００ｗ～１.２ｋｗ） 2 台 式

　　〃　　　　　　（１．５ｋｗ） 1 台 高発泡消火剤原液（20ℓ） 20 缶

　　〃　　　　　　（１．６ｋｗ） 2 台 油処理材･中和剤（18ℓ）　　 13 缶

　　〃　　　　　　（２．０ｋｗ） 2 台 油吸着材･オイルマット 778 枚

　　〃　　　　　　（２．３ｋｗ） 1 台 　　〃　　 ・パ－ライト・ACライト 24 枚

　　〃　　　　　　（５．０ｋｗ） 1 台

平成２３年４月１日現在
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区分 品　　　　名 区分 品　　　　名

空気呼吸器 29 式 消防緊急指令装置　　Ｉ型 1 式

空気ボンベ 88 本 火災･救急専用電話（１１９） 12 回線

エアーテント 1 張 指令電送装置 4 式

熱画像直視装置 1 個 一般加入電話 11 回線

バスケットストレッチャー 3 個 テレホンサービス（火災･救急） 3 回線

救命ボート 2 艇 消防無線基地局 6 局

救命胴衣 15 着 山梨県防災行政無線 1 式

油圧救助器具（大型スプレッダー） 3 個 救急医療情報システム 1 式

　　　　〃　　　（大型カッター） 2 個 庁内用拡声装置 4 局

　　　　〃　　　（ラムシリンダー） 2 個 消防無線遠隔制御装置 1 式

　　　　〃　　　（小型スプレッダー） 1 式 各署所指令回線 4 回線

　　　　〃　　　（小型カッター） 1 個 気象観測装置 1 式

小型油圧救助器具(ﾎﾟｰﾄﾊﾟﾜｰ) 2 台 南アルプス市防災行政無線 1 式

ペダルカッター 2 台 可燃性ガス測定器 4 個

エンジンカッター 3 個 有毒性ガス測定器 4 個

エンジンチェンソー 7 個 酸素ガス測定器 2 個

空気式救助マット（ソフトランデング 2 個 一酸化炭素ガス測定器 3 個

空気ジャッキ（マット型含む） 4 式 非接触温度計 1 個

エアーソー 2 台 圧力計（消火栓・ピトーゲージ） 9 個

削岩機 1 台 真空計 2 個

電動ハンマードリル 1 台 火災原因調査器具 11 個

携帯用コンクリート破砕器 2 式 油性反応検知器（北川式） 2 個

鉄線カッター 5 個 漏電検査器 6 個

溶断器（ガス・酸素） 2 台 自火報検査器（加熱・加煙） 8 個

万能斧 12 個 電磁式膜厚計 2 個

耐電用防護服セット 5 式 ピンホール測定器 2 個

耐電用手袋 11 双 タンク厚測定器 2 個

携帯警報器 11 個 騒音計 2 個

送排風機 5 台 コンプレッサー 2 台

救命索発射銃（火薬式、空気式） 6 丁 バッテリー充電機 4 台

可搬式ウインチ 7 台 土のう 925 袋

ロープ張力計 4 個

救助用安全マット 5 個

訓練用人形 5 体

グラスマスター 5 個

平成２３年４月１日現在
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